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松 田一希,半 谷吾郎(生 態保全),大谷洋介(生 態保全)
2005年よ り、マ レーシアサバ州 のスカ ウ村 を拠点 としたテ ングザルの長期観察プロジェク トを行 ってい る。本
プロジェク トでは、テ ングザルの社会生態、採食生態、行動生態の観点か ら研究を進めている。また、テングザル
と同所的に生息 している他 の昼行性霊長類(オ ランウータン、テナガザル、カニクイザル、ブタオザル、シルバー
ラングール)や 地上性哺乳類(ヒ ゲイノシシ、サンバー、マメジカな ど)の基礎 的な生態 ・社会の研究 も同時に行
っている。
食物資源量の変動 を調べる目的で、スカウ村近郊 にあるキナバタンガン川の支流マナングル川 に設置 している植
生調査区で、毎.月一回の植物 フェノロジー調査 を行 った。また、テ ングザル を含む霊長類6種 の個体群動態 を明ら
かにす るために、ボー トによる霊長類センサスを毎週一回行った。今 まで行ってきたスカ ウ近郊の川辺林 とは異な
る植生である、マングローブ林に生息す るテ ングザルの予備調査 も行 った。スカウ村のブタオザルの基礎的な生態、
社会を明 らかにする 目的で、ボー トセ ンサスを用いた予備調査を行った。
B)カリンズ森林保護 区に棲息す る野生霊長類の研究
伊左治美奈,橋 本千絵(生 態保全),江島俊(生 態保全),古市剛史(社 会進化),岡本宗裕(人 類進化モデル研究
セ ンター)
ウガ ンダ共和国カ リンズ森林保護 区に生息す る野生チンパ ンジー2集団を対象 に、集 団問の出会いの交渉、社会
行動の違 い、採食行動についての長期的データを収集 した。果実量について も月1回 データをとった。人獣共通感
染症の研究 を進 めるために、糞試料による寄生虫の調査 を行 ったほか、感染の履歴 を調べるための糞 ・尿試料 を収
集 した。さらに、エ コツー リズムの影響 を調べ るために、観光客に対す るチンパ ンジーの行動 のデータを収集 した。
C)野生ボノボの集団構造の生成 についての研究
坂巻哲也,古 市剛史(社 会進化)
野生ボノボの毛づ くろい交渉、集団メンバーの出会いの交渉、移入 メスの社会関係の変遷 に関す るデータ収集 と
分析、結果の公表を進めた。集団問関係 をテーマに、新たな調査集団の追跡観察、人づけ、個体識別 を継続 した。
行動の多様性 をテーマに、隣接個体群の調査 も継続 した。
〈 研 究 業 績 〉
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1)MatsudaI(2011/05)EvolutionofPrimateSociety.Lecture-StudyingandMonitoringPrimateBehavior:AWorkshopfor
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2.交流協定
学術交流協定 2012年3.月31日現 在
協定国 協定先 協定先(ア ルファベット表記) 協定年月 日 期間

















タイ タイ王国動物園協会 TheZoologicalParkOrganization,Thailand2009.9.16 5年 間
(2009.10.1～)
大韓民国 ソウル大公園(ソ ウル動物園) SeoulGrandPark(SeoulZoo) 2010.4.28 一

























マ レー シ ア オランウータン島財団 OrangUtanFoundation 2010.11.1 一
マ レー シ ア プラウバンディング財団 PulauBandingFoundation 2010.11.1 一
マ レー シ ア
サバ 財 団、 ペ トロ リアム ・ナ シ ョ
ナル 株 式会社(ペ トロナ ス)、 サ
バ州 森 林局 、 サバ州 野 生生 物 局 、






京 都 大 学 博 士(理 学)
福 島 美 和(課 程):ReadingandWritingSupportfbrChildrenwithDevelopmentalDisorders:ThePossibilityofUsing
e-Learning(発達 障 害 児 の 読 み 書 き 学 習 支 援:e-Learningを取 り入 れ た 支 援 の 可 能 性)
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